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「
い
ま
だ
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
ユ
ダ

ヤ
人
に
大
き
な
避
難
の
地
を
提
供
し
た
国

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
が
ア
ブ
ラ

ハ
ム
の
裔
（
著
者
注
＝
ユ
ダ
ヤ
人
）
に
自

由
を
与
え
る
限
り
、
そ
の
繁
栄
は
地
に
落

ち
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
書
い
た
の
は
、
日

本
で
初
め
て
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
（
導
師
）

に
な
っ
た
小
辻
節
三
（
誠
祐
）
氏
、
ア
ブ

ラ
ハ
ム
小
辻
博
士
だ
。
初
版
が
１
９
６
５

年
の
著
書
『
ユ
ダ
ヤ
民
族　

そ
の
四
千
年

の
歩
み
』（
誠
信
書
房
）
の
一
節
で
あ
る
。

第
２
次
大
戦
時
、
ナ
チ
ス
の
魔
手
を
逃
れ

て
日
本
に
来
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
を
支
援
し
た

小
辻
氏
は
、
日
本
よ
り
も
イ
ス
ラ
エ
ル
や

米
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
で
有
名
だ
。
ユ
ダ

ヤ
人
か
ら
恩
人
と
慕
わ
れ
た
小
辻
氏
は
エ

ル
サ
レ
ム
の
墓
地
に
眠
っ
て
い
る
。

　

確
か
に
米
国
は
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
受

け
入
れ
、
１
９
４
８
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建

国
を
支
援
し
、
そ
の
後
は
「
無
条
件
の
支

持
」
を
与
え
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。
そ
ん

な
両
国
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
。

オ
バ
マ
政
権
の
米
国
と
、ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政

権
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
関
係
は
「
こ
の
20
年

で
最
悪
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

何
し
ろ
オ
バ
マ
大
統
領
は
「
イ
ス
ラ
ム

と
の
和
解
」
を
強
調
す
る
一
方
で
、
ま
だ

大
統
領
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し
た

こ
と
が
な
い
。
ブ
ッ
シ
ュ
前
大
統
領
が
在

職
中
、
右
派
リ
ク
ー
ド
の
シ
ャ
ロ
ン
・
イ

ス
ラ
エ
ル
首
相
を
「
平
和
の
人
」
と
持
ち

上
げ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
ア
ラ

フ
ァ
ト
議
長
と
の
会
談
は
徹
底
し
て
避
け

国
際
情
勢
を
読
み
解
く
　
❶

  
米
・イ
ス
ラ
エル
関
係
か
ら

  
中
東
和
平
を
考
察
す
る
毎
日
新
聞
論
説
委
員　

布
施 

広

イスラエル
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た
こ
と
と
対
照
的
だ
と
、
せ
っ
か
ち
に
考

え
る
人
も
多
か
ろ
う
。

　

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
米
国
保
守
層
の
支

持
が
厚
く
、ネ
オ
コ
ン
（
新
保
守
主
義
派
）

と
の
パ
イ
プ
も
太
い
。
強
力
な
集
票
マ
シ

ン
と
な
る
米
国
の
ユ
ダ
ヤ
系
組
織
や
親
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ロ
ビ
ー
団
体
に
も
影
響
力
を

持
つ
。
つ
ま
り
同
首
相
と
オ
バ
マ
大
統
領

の
「
不
仲
」
は
、
２
０
１
２
年
の
米
大
統

領
選
に
向
け
て
無
視
で
き
な
い
要
素
で
あ

る
。
中
東
和
平
の
行
方
に
影
響
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
世
界
の

不
安
定
要
素
と
言
え
よ
う
。

　

か
つ
て
米
国
の
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領

は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
の
頑
迷
さ
に
あ
き
れ
、

「
彼
は
無
理
だ
（H
e is im

possible

）」
と

ぼ
や
い
た
と
い
う
。
ク
リ
ン
ト
ン
氏
は
１

９
９
９
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
選
挙
に
側
近

を
送
り
込
み
、
リ
ク
ー
ド
の
現
職
だ
っ
た

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
対
抗
馬
エ
フ
ド
・
バ

ラ
ク
氏
（
労
働
党
）
の
当
選
を
後
押
し
し

た
。
こ
れ
が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
を
「
民
主
党

嫌
い
」
に
さ
せ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
ク
リ

ン
ト
ン
氏
も
オ
バ
マ
氏
も
民
主
党
だ
。

　

し
か
し
、
米
国
の
党
派
が
問
題
な
の
で

は
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
が
和
平
に
懐

疑
的
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
テ
ロ
が
続
く

中
で
、
な
に
ゆ
え
に
自
分
た
ち
が
土
地
を

譲
る
（
占
領
地
返
還
）
必
要
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
意
識
が
強
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

　

次
に
引
用
す
る
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ペ
レ
ス
大
統
領
が
１
９
９
３
年
に
出
版
し

た
『T

he N
ew

 M
iddle East

』（
邦
題

『
和
解
』
飛
鳥
新
社
）
の
一
文
で
あ
る
。

　
「（
ガ
ザ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
）
多
く
は

戦
争
難
民
で
あ
り
、
き
わ
め
て
貧
し
い
衛

生
状
態
と
居
住
環
境
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

暮
ら
し
て
い
る
。（
中
略
）イ
ス
ラ
エ
ル
に

は
、
ガ
ザ
地
区
を
復
興
す
る
資
源
も
住
民

の
状
態
を
改
善
す
る
資
源
も
な
い
。（
中

略
）
状
況
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず

に
何
が
管
理
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
わ

れ
わ
れ
の
道
義
的
義
務
は
何
な
の
か
。
政

治
的
基
盤
は
何
な
の
か
。
か
つ
て
サ
ム
ソ

ン
は
、
宿
敵
ペ
リ
シ
テ
人
を
数
多
く
殺
す

と
い
う
思
い
切
っ
た
手
段
を
と
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
が
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
も
し
か
た

が
な
い
」

　

１
９
９
３
年
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
が
和
解
し
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領

立
ち
会
い
の
下
、
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治

共
同
宣
言
に
調
印
し
た
年
だ
。
こ
れ
に
よ

り
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ラ
ビ
ン
首
相
、
ペ
レ
ス

外
相
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｏ
議
長
は
１
９

９
４
年
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た
。で

は
、
ペ
レ
ス
氏
は
、
今
も
自
著
と
同
じ
こ

と
を
言
う
だ
ろ
う
か
。
と
て
も
そ
う
は
思

え
な
い
。

　

シ
ャ
ロ
ン
政
権
下
の
２
０
０
５
年
、
イ
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ス
ラ
エ
ル
軍
が
ガ
ザ
か
ら
撤
退
し
た
背
景

に
は
、
確
か
に
ペ
レ
ス
氏
の
よ
う
な
問
題

意
識
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
だ
。だ
が
、イ

ス
ラ
エ
ル
は
そ
の
後
も
ガ
ザ
の
境
界
を
封

鎖
し
、
種
子
島
ほ
ど
の
狭
い
土
地
に
住
む

１
５
０
万
の
人
々
に
大
規
模
な
武
力
攻
撃

を
加
え
て
き
た
。
旧
約
聖
書
の
「
サ
ム
ソ

ン
と
デ
リ
ラ
」
の
話
を
踏
ま
え
た
ペ
レ
ス

氏
の
発
言
は
謙
虚
だ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は

サ
ム
ソ
ン
以
上
に
多
く
の
ペ
リ
シ
テ
（
パ

レ
ス
チ
ナ
）
人
を
殺
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
う
言
え
ば
、「
パ
レ
ス
チ
ナ

人
も
自
爆
テ
ロ
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
で
イ
ス
ラ

エ
ル
人
を
殺
し
て
き
た
」
と
い
う
声
が
イ

ス
ラ
エ
ル
国
内
か
ら
返
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

和
平
機
運
は
１
９
９
３
年
時
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
衰
弱
し
て
し
ま
っ
た
。

中
東
和
平
３
首
脳
会
談
の
経
緯

　

１
９
９
５
年
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
の
ト

ル
ー
マ
ン
平
和
研
究
所
の
客
員
研
究
員

だ
っ
た
私
は
、
前
出
の
ペ
レ
ス
氏
の
著
書

に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
右
派
が
冷
や

や
か
な
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。同
年
、ラ

ビ
ン
首
相
は
ユ
ダ
ヤ
人
学
生
の
凶
弾
に
倒

れ
、
和
平
路
線
へ
の
反
感
が
表
面
化
す
る
。

そ
れ
で
も
「
ラ
ビ
ン
の
死
を
無
駄
に
す
る

な
」
と
、
和
平
へ
の
弾
み
は
残
っ
た
。
期

待
が
急
速
に
し
ぼ
ん
だ
の
は
、
２
０
０
０

年
の
交
渉
が
失
敗
し
て
か
ら
だ
。
そ
の
時

の
バ
ラ
ク
・
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
（
現
国
防

相
）
の
悔
し
そ
う
な
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

２
０
０
０
年
７
月
11
日
、
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
キ
ャ
ン
プ

デ
ー
ビ
ッ
ド
の
大
統
領
山
荘
に
バ
ラ
ク
首

相
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
ア
ラ
フ
ァ

ト
議
長
を
集
め
て
、
中
東
和
平
３
首
脳
会

談
を
主
宰
し
た
。
ま
ず
は
戸
外
で
３
首
脳

が
会
見
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
が
山
荘
内
に

入
っ
た
。
次
に
バ
ラ
ク
氏
と
ア
ラ
フ
ァ
ト

氏
が
入
口
の
前
で
先
を
譲
り
合
い
、
バ
ラ

ク
氏
が
年
長
の
ア
ラ
フ
ァ
ト
氏
の
背
中
を

押
し
て
中
に
入
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
立

場
を
尊
重
し
つ
つ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
主
張

を
力
強
く
通
す
。
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ

ろ
う
。
雰
囲
気
は
上
々
と
思
え
た
。

　

そ
れ
が
甘
か
っ
た
。
同
月
25
日
、
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
は
交
渉
打
ち
切
り
を
宣
言

す
る
。
米
側
の
仲
裁
案
を
ア
ラ
フ
ァ
ト
議

長
が
拒
否
し
た
の
だ
。「
こ
れ
ほ
ど
の
好
条

件
を
愚
か
に
も
断
る
者
が
い
る
と
は
思
え

な
か
っ
た
」
と
ク
リ
ン
ト
ン
氏
は
自
叙
伝

『
マ
イ
ラ
イ
フ　

ク
リ
ン
ト
ン
の
回
想
』

（
朝
日
新
聞
社
）に
書
い
て
い
る
。
バ
ラ
ク

首
相
は
憤
ま
ん
や
る
方
な
い
様
子
で
会
見

を
開
い
た
。
自
分
た
ち
は
紛
争
を
終
わ
ら

せ
る
用
意
が
あ
っ
た
の
に
、
ア
ラ
フ
ァ
ト

が
歴
史
的
な
決
断
を
た
め
ら
っ
た
、
と
バ

ラ
ク
氏
は
ま
く
し
た
て
た
。

　

私
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、彼
は「
ジ
ュ
デ
ィ

ア
・
サ
マ
リ
ア
」
と
い
う
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
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西
岸
の
古
名
も
口
に
し
た
。
西
岸
は
昔
か

ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
領
土
と
い
う
意
味
で
イ
ス

ラ
エ
ル
の
右
派
が
よ
く
使
う
言
葉
だ
が
、

ハ
ト
派
と
さ
れ
る
バ
ラ
ク
氏
だ
け
に
、
私

は
耳
を
疑
っ
た
。
無
論
、
西
岸
と
ガ
ザ
を

含
む
占
領
地
に
つ
い
て
「
も
う
領
土
的
妥

協
は
し
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

バ
ラ
ク
氏
の
「
鉄
拳
政
策
」

　

こ
の
３
首
脳
会
談
の
失
敗
か
ら
２
カ
月

後
（
９
月
28
日
）
リ
ク
ー
ド
の
シ
ャ
ロ
ン

党
首
が
護
衛
を
引
き
連
れ
て「
神
殿
の
丘
」

の
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
地
に
足
を
踏
み
入
れ

た
。
怒
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
よ
っ
て
第

２
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
が
始
ま
る
。
そ

し
て
２
０
０
１
年
２
月
の
首
相
選
挙
で

シ
ャ
ロ
ン
氏
が
当
選
し
、
バ
ラ
ク
氏
が
ク

リ
ン
ト
ン
政
権
と
進
め
た
和
平
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
は
完
全
に
終
わ
る
の
で
あ
る
。

　

バ
ラ
ク
氏
は
そ
の
後
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に

対
す
る
「
鉄
拳
政
策
」
に
傾
斜
し
た
。
例

え
ば
２
０
０
８
年
末
か
ら
２
０
０
９
年
初

め
ま
で
続
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
ガ
ザ
攻

撃
は
、
国
防
相
と
し
て
バ
ラ
ク
氏
が
率
い

た
軍
事
作
戦
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
イ
ス

ラ
ム
急
進
派
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
ロ
ケ
ッ
ト

弾
攻
撃
な
ど
で
約
１
３
０
人
が
死
亡
。
パ

レ
ス
チ
ナ
の
死
者
は
女
性
や
子
ど
も
を
含

め
て
１
３
０
０
人
以
上
に
上
っ
た
。

　

国
連
人
権
理
事
会
（
本
部
・
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
）
が
２
０
０
９
年
10
月
、
ガ
ザ
攻
撃
を

「
戦
争
犯
罪
」と
糾
弾
し
た
国
連
報
告
書
を

支
持
す
る
決
議
案
を
採
択
し
た
の
は
異
と

す
る
に
足
り
な
い
。
47
理
事
国
の
中
で
賛

成
は
25
、
反
対
は
米
国
な
ど
６
、
日
本
を

含
む
11
カ
国
は
棄
権
し
、
英
仏
な
ど
５
カ

国
は
投
票
し
な
か
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
例
は
、
ガ
ザ
支
援
船
へ
の

攻
撃
だ
。
２
０
１
０
年
５
月
、
ガ
ザ
へ
の

救
援
物
資
を
積
ん
だ
国
際
支
援
船
団
が
イ

ス
ラ
エ
ル
の
特
殊
部
隊
に
急
襲
さ
れ
、
船

団
側
の
９
人
が
死
亡
し
た
。
常
識
的
に
は

理
解
し
難
い
事
件
に
対
し
、
バ
ラ
ク
国
防

相
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
兵
士
が
先
に
攻
撃

さ
れ
た
」
と
正
当
性
を
主
張
し
た
。

　

10
年
前
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
氏
の
背
中
を
押

し
て
大
統
領
山
荘
の
中
に
入
っ
た
バ
ラ
ク

氏
と
は
別
人
の
よ
う
だ
。
中
東
和
平
の
解

決
は
、
10
年
前
と
比
べ
て
途
方
も
な
く
難

し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

逆
回
り
す
る
、
中
東
和
平
の
時
計
の
針

　

今
、
米
国
を
仲
介
に
協
議
さ
れ
て
い
る

の
は
入
植
地
の
建
設
凍
結
問
題
だ
。
オ
バ

マ
政
権
は
２
０
１
０
年
９
月
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
直
接
交
渉
再
開
に
こ

ぎ
着
け
た
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
は
イ
ス
ラ

エ
ル
が
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地
の
建
設
凍
結
を

続
け
な
い
と
交
渉
は
無
理
だ
と
主
張
し
た
。

占
領
地
の
改
変
行
為
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約

な
ど
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
日
本
政
府
も

建
設
は
許
さ
れ
な
い
と
の
立
場
だ
。
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そ
こ
で
米
国
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
90
日
間

の
建
設
凍
結
を
求
め
、
①
凍
結
期
間
の
再

延
長
は
求
め
な
い 

②
最
新
鋭
の
米
戦
闘

機
Ｆ
35
を
20
機
供
与
す
る 

③
イ
ス
ラ
エ

ル
の
安
全
保
障
に
米
国
が
関
与
す
る

│

な
ど
の
条
件
を
提
示
し
た
。
オ
バ
マ
政
権

は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
冷
た
い
ど
こ
ろ
か
、
大

変
に
結
構
な
条
件
で
あ
る
。

　

だ
が
、
交
渉
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。

そ
ん
な
交
渉
を
眺
め
て
い
る
と
、
中
東
和

平
の
時
計
の
針
は
２
０
０
０
年
以
降
、
逆

に
回
り
続
け
た
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

　

逆
回
り
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
米
同
時

多
発
テ
ロ
（
２
０
０
１
年
９
月
）
に
伴
う

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
テ
ロ
と
の
戦
争
」
と
、

シ
ャ
ロ
ン
政
権
の
イ
ス
ラ
エ
ル
流
「
テ
ロ

と
の
戦
争
」
が
、
奇
妙
な
形
で
シ
ン
ク
ロ

し
た
こ
と
だ
。
占
領
問
題
を
棚
に
上
げ
た

激
し
い
軍
事
作
戦
が
モ
ラ
ル
の
ゆ
が
み
を

招
い
た
と
言
っ
て
も
い
い
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
後
を
襲
っ
た
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
（
共
和
党
）
は
、
和
平
仲
介

に
は
も
と
も
と
消
極
的
だ
っ
た
。
就
任

早
々
の
同
時
多
発
テ
ロ
で
米
国
に
は
イ
ス

ラ
ム
へ
の
嫌
悪
感
が
強
ま
り
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
に
出
入
り
し
て
い
た
私
は
、「
中
東

和
平
の
仲
介
な
ん
て
、
と
て
も
無
理
」
と

い
っ
た
政
権
の
空
気
を
肌
で
感
じ
た
。
親

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
オ
コ
ン
が
「
イ
ラ
ク
の

フ
セ
イ
ン
政
権
討
つ
べ
し
」
と
勇
ま
し
い

主
張
を
展
開
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
い
く
ら
何
で
も
と
首
を
か
し
げ

た
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
武
力
使
用
が
い

か
に
過
剰
で
も
、
そ
れ
は
「
テ
ロ
と
の
戦

争
」
だ
か
ら
正
当
な
自
衛
行
為
だ
と
い
う

主
張
が
ま
か
り
通
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア

ラ
フ
ァ
ト
議
長
は「
テ
ロ
リ
ス
ト
の
親
玉
」

の
よ
う
に
、そ
し
て
シ
ャ
ロ
ン
首
相
は「
平

和
の
人
」
と
し
て
語
ら
れ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
は
、
レ
バ
ノ
ン
の
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
の
虐
殺
事
件（
１
９
８
２
年
）

の
責
任
を
取
っ
て
国
防
相
を
辞
任
し
た
経

歴
が
あ
る
シ
ャ
ロ
ン
氏
を
「m

an of 
peace

」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

キ
テ
ィ
・
ケ
リ
ー
の
『
ブ
ッ
シ
ュ
・
ダ
イ

ナ
ス
テ
ィ
』（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
）

に
よ
れ
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
シ
ャ
ロ
ン
氏

に
向
か
っ
て「
私
は
あ
な
た
の
こ
と
を
、平

和
を
愛
す
る
人
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
私
が
ど
れ
ほ
ど
ク
ソ
を
喰
ら
っ
た

（
無
理
を
し
た
）
か
、わ
か
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
の
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
分
離
壁
建
設
を
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
が
黙
認
し
た
の
も
大
き
な
問
題

だ
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
生
活
圏
に
食

い
込
む
壁
に
つ
い
て
、
国
際
司
法
裁
判
所

は
国
際
法
違
反
と
断
じ
た
。
国
連
総
会
は

壁
の
取
り
壊
し
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
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た
。
だ
が
、事
態
は
ま
っ
た
く
動
か
ず
、入

植
地
と
は
別
に
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の「
和

平
の
障
害
」
が
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
も
和
平
仲
介
を
し
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
２
０
０
７
年
11

月
、
中
東
和
平
会
議
が
米
国
で
開
催
さ
れ

た
。
２
０
０
０
年
の
交
渉
決
裂
以
来
の
直

接
交
渉
で
あ
る
。
米
政
府
は
「
１
年
以
内

の
合
意
は
可
能
」
と
期
待
感
を
あ
お
っ
た

が
、
大
統
領
自
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
を
説
得
す
る
意
欲
は
希
薄
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ほ
ぼ
１
年
後
の
２
０
０
８
年

暮
れ
に
待
っ
て
い
た
の
は
合
意
ど
こ
ろ
か
、

再
三
言
及
し
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ

攻
撃
で
あ
る
。
多
く
の
子
ど
も
や
女
性
も

犠
牲
に
な
っ
た
軍
事
行
動
を
、
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
は「
自
衛
の
権
利
」と
擁
護
し
た
。
し

か
し
、
不
条
理
な
現
実
を
看
過
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
に
は
一
種
の
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
が
生
じ
た
。

　

２
０
０
４
年
の
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
の
死

去
、
２
０
０
５
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
ガ
ザ

撤
退
、
２
０
０
７
年
の
パ
レ
ス
チ
ナ
指
導

部
の
分
裂
な
ど
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
２
期
８

年
の
間
に
大
き
な
動
き
が
相
次
い
だ
。
こ

の
激
動
期
に
米
国
が
調
停
に
消
極
的
だ
っ

た
こ
と
が
当
事
者
双
方
の
不
信
と
憎
し
み

を
増
幅
し
、
和
平
進
展
を
極
め
て
難
し
く

し
た
の
は
事
実
だ
ろ
う
。

１
期
目
の
大
統
領
の
「
鬼
門
」

　

１
期
目
の
米
大
統
領
が
中
東
和
平
に
手

を
染
め
た
が
ら
な
い
傾
向
も
問
題
だ
。
仲

介
す
れ
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
の
譲
歩
に
も
迫
る

こ
と
に
な
り
、
在
米
ユ
ダ
ヤ
系
組
織
な
ど

の
反
発
を
招
き
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　

１
９
９
１
年
マ
ド
リ
ー
ド
で
歴
史
的
な

中
東
和
平
会
議
を
開
催
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
元

大
統
領
（
共
和
党
）
は
、
当
時
の
シ
ャ
ミ

ル
・
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
と
仲
が
悪
か
っ
た
。

入
植
地
建
設
に
関
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
求

め
た
融
資
保
証
に
も
ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
な
か

な
か
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
ユ
ダ
ヤ
系

組
織
の
離
反
を
招
き
、
再
選
失
敗
の
一
因

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

今
の
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
関
係
が
「
こ
の

20
年
で
最
悪
」
と
は
ブ
ッ
シ
ュ
父
政
権
か

ら
数
え
て
の
話
だ
が
、
中
東
和
平
、
特
に

入
植
地
は
鬼
門
と
な
る
と
、
１
期
目
か
ら

和
平
仲
介
に
前
向
き
な
オ
バ
マ
政
権
の
前

途
が
気
に
な
っ
て
く
る
。

　

難
問
は
多
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
指
導
部
の

分
裂
も
問
題
だ
が
、
ハ
マ
ス
が
統
治
す
る

ガ
ザ
へ
の
経
済
支
援
を
控
え
、
住
民
が
物

不
足
や
激
し
い
軍
事
行
動
に
苦
し
む
の
を

事
実
上
座
視
す
る
国
際
社
会
の
あ
り
よ
う

も
問
わ
れ
よ
う
。
ユ
ダ
ヤ
難
民
も
パ
レ
ス

チ
ナ
難
民
も
人
権
の
重
さ
は
同
じ
だ
。
エ

ル
サ
レ
ム
の
丘
で
小
辻
博
士
は
何
を
思
う

だ
ろ
う
。

（
ふ
せ 

ひ
ろ
し
）




